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県育成品種の生産の安定と拡大 

～「ラー麦（ちくしＷ２号）」「元気つくし」の収量・品質の安定をめざす～ 

○ラー麦について 

【要 約】 

平成25 年産ラー麦は、県下第2 位のタンパク質含有率（11.2％）を達成した。平成26

年産は作付面積を230haに大幅に拡大した。 

【目 的】 

ラー麦は農家経営に有利な品種である。しかし、中華めんに適合するためにはタンパク

質含有率11.5％以上が必要である。このため施肥体

系の確立と穂揃期追肥の徹底により望まれるタンパ

ク質含有率12％を目指す。 

 

１ 活動対象の概況 

 平成25年産  2法人  90ha 

 平成26年産  8法人  230ha  

 

２ 活動の内容等                  写真1.展示ほ場で施肥打合せ 

（１）実証ほの設置と成果の活用              

   緩効性肥料の割合と穂揃期追肥の効果的な組み合わせにより、安定した収量と高い     

  タンパクを確保できる実証ほの設置、その成果を現地の栽培指針に反映させた。 

（２）栽培講習会、現地巡回：講習会を開催し、ラー麦の品種特性と実需者の要望につい

て理解(タンパク質含有率12％)を図り、穂揃期追肥施用を徹底した。 

（３）作付推進座談会の開催 

   法人を対象に、ラー麦の作付推進のための座談会をこまめに実施した。 

                    
写真2.穂揃期追肥でタンパク質含有率向上 

３ 活動の成果 

（１）タンパク質含有率11.2％であった。 

（２）平成25年産は2法人90haから、平成26年産は8法人230haに拡大した。 

４ 今後の見通し又は課題 

（１）法人による組織的な作業により、穂揃期追肥を適正に実施する。 

（２）効果的な施肥体系の確立により、収量の向上とタンパク質含有率12％を確保する。  
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図１ ラー麦「ちくしＷ２号」栽培面積（ｈａ） 
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○元気つくしについて 

【要 約】 

高温耐性が強い水稲「元気つくし」の作付を推進している。平成 24 年産はセジロウン

カの吸汁害により減収した。減収要因を解明し、座談会を重ねたことで、平成25年産の作

付面積は306ha(12ha減)に留まった。 

また、ウンカの防除対策実証ほ展示と発生調査による的確な防除情報によりセジロウン

カ被害を回避した。   

 

【目 的】 

元気つくしは病害虫の耐性や耐倒伏性が課題となっている。そのため、セジロウンカ防

除対策と施肥改善による安定栽培を実証した。   

 

１ 活動対象の概況(437戸306ha) 

・八女地区91戸43ha ・筑後地区264戸219ha ・広川地区82戸44ha 

 

２ 活動の内容等 

（１）座談会を開催し、セジロウンカの防除対策（効果の高い箱施薬剤に変更、発生予察

による適期防除）に理解を深めた。 

（２）セジロウンカの防除対策と安定栽培のため、施肥改善（肥料銘柄の比較と施肥量）

展示ほを設置し、その効果を実証した。また、講習会を現地ほ場で行い、ウンカの発

生状況や生育状況を確認した。 

 
写真3.ｾｼﾞﾛｳﾝｶ防除対策(ｱﾄﾞﾏｲﾔｰ水和剤かん注)｣ 

３ 活動の成果 

（１）収量は 408kg/10a、目標より 42kg 少なかった。セジロウンカの発生を抑制したが、

トビイロウンカ多発に対応が不十分だった。 

（２）作付面積は、306haに留めた。 

４ 今後の見通し又は課題 

トビイロウンカの発生状況を調査し、緊急防除情報を発信したが、現場において農薬散

布に十分には適応しなかった。今後は営農組織、個別大規模農家等の担い手による的確な

病害虫防除体制の整備を推進する。 

 

課題名；「元気つくし」、「ラー麦」の生産拡大 平成25～26年度 
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図１ 「元気つくし」栽培面積（ｈａ） 


